
4 月定例教育委員会 報告 

3 月定例議会 質問要旨 (発言順) 

○ 議案質疑(補正) 

 

小林 純子 議員 

質 問 事 項 委託料の減額分を給食センターのトイレ清掃外部委託に回せないか 

具体的な内容 

 保健所等による衛生指導等においては、調理に携わる者は衛生管理

の観点からもできる限り避けた方が望ましいとされている。 

北部及び堀金で委託料の減額補正が出されたが、これをトイレ掃

除の外部委託費として回せないか。 

答 弁 要 旨 

(次長) 

 衛生管理の観点からは必要な措置であり、栄養士会からも要望が

出されている。 

委託内容を検討し、4月から実施したい。 

 

○ 議案質疑(25予算他) 

 

小林 純子 議員 

質 問 事 項 給食調理員の全てが非正規雇用になることについて 

具体的な内容 

※ 職員の非常勤化が進む中で、単に給食を作り、提供するだけでよ

いのか。 

※ 学校とセンターが連携し、地産・地消や食育を推進していく観点

からは、調理員にも正職員がいて栄養士と協力しながら給食を提

供するという体制づくりが必要ではないか。 

答 弁 要 旨 

(次長) 

4 月から 2 つのセンターで非常勤職員のみで調理業務を行わなけ

ればならないことは事実である。また、平成 30年度には全てのセン

ターで正規調理員がいなくなるが、現業職場へは正職員を配属しな

いことが市の方針となっている。 

衛生及び調理の統括者は栄養士であり、指揮命令系統が明確であ

れば調理業務は遂行できる。 

民間委託化が解決の手段として考えられるが、直営の場合の 1.6

倍の経費がかかり、メリットがない。 

今後の社会情勢を踏まえた中で、委託化も含めて最善の方向を探

っていきたい。 

 



下里 喜代一 議員 

質 問 事 項 
不登校支援巡回カウンセラー及びいじめ等対策委員の予算措置につ

いて 

具体的な内容 

※ 賃金及び報償費にある不登校支援巡回カウンセラー及びいじめ

等対策委員会の報償費が予算計上的に規模が小さいと思われる。

職務等の内容と見解を求む。 

答 弁 要 旨 

(次長) 

 3 名の不登校対策カウンセラーを配置しており、内市費の 1 名は

全ての学校に対して関わりを持ち、中間教室、福祉機関等との連携

を図る中で、学校だけではなく家庭訪問等も実施して登校支援等の

相談に乗っている。 

 他の 2 名については、NPO 法人長野県こどもサポートセンターの

協力を得て、県のカウンセラーでは不足する場合等に必要な学校等

へ派遣しており、いじめ、不登校等の早期発見に努めている。 

 また、臨床心理士、作業療法士の派遣も行っている。 

予算規模(人件費)については、先生及び職員が対応するケースが

多く、その外にも教育相談室、中間教室、不登校対策推進チーム、

放課後学習室等他の様々な事業を行っているため、対策全体として

は幅広い事業展開ができていると考える。 

 

○ 一般質問 

平林 徳子 議員 

質 問 事 項 認知症高齢者と家族を支えるために 

具体的な内容 

※ 認知症の学習について 

・認知症を多くの人たちが理解するために地域や学校での取り組

みも必要ではないか 

答 弁 要 旨 

(次長) 

学校では、心身ともに健康で安全な生活を行う基礎についての学

習を保健学習・保健指導により行っている。 

現在子どもたちの発達障がいも増加の傾向にあり、これらに対す

る周囲の理解や介護を必要とする病気等についての学習は大切であ

るため、保健体育や家庭科の授業だけでなく、日々の活動や学習全

体をとおして指導していきたい。 

 

宮下 明博 議員 

質 問 事 項 財政を見据えた市有財産の処理 

具体的な内容 

※穂高プールは費用がかかっており費用対効果が薄い。 

 ・穂高広域の焼却施設建設計画があるので、入浴施設・プールの

施設も改修し健康増進の施設にするよう提案する。 



 ・市長の考えを聞く。 

答 弁 要 旨 

(市長) 

 設置後 24年が経過し、修繕箇所も増えている中では収入に対する

修繕費からみた場合は費用対効果があがっているとは言えない。 

 しかし、市内唯一の屋外プールであり、市民のニーズもあること

から、今後市民も交えたあり方の研究が必要であると考える。 

 焼却施設建設に併せたプール改修等については組合議会での判断

が必要となる。 

 

宮下 明博 議員 

質 問 事 項 財政を見据えた市有財産の処理 

具体的な内容 

※教員住宅の活用 

・古い施設は壊して、土地を売却すればよい。 

・今後、教員住宅の扱いをどうするのか。 

・教員でなければ入居できないのか。他の活用はどうか。 

・押野の住宅(単身用)は、入居者のいない状況であるが、他の活用

はどうか。 

答 弁 要 旨 

(次長) 

 教職員住宅の利用状況は 104戸で 65.4％である。この中で耐震等

に問題があるものについては 25年度に 3戸を解体予定としている。 

 教職員住宅は管理規則によって使用者の範囲が定められているた

め、他部署との協議を行う中で、新たな活用方策を検討していきた

い。 

 新年度に使用料の改定を行ない、入居率の向上を図るとともに、

さらなる効率的かつ適正な維持管理に努めていく。 

 

吉田 満男 議員 

質 問 事 項 教育方針について 

具体的な内容 

※教育目標について 

・文化芸術及びスポーツ振興について 

 安曇野は、工芸、絵画、写真など様々な分野の芸術家を大勢輩出

したところである。景観もそうであるが、こうした安曇野の良さ(魅

力)については、地元にいてはなかなか気づくことができない。子ど

もたちに知っていただくための仕掛けが必要と考える。取り組みに

ついて聞きたい。 

答 弁 要 旨 

(教育長) 

 学校における文化芸術教育の充実は、「安曇野市文化振興計画」に

も掲げられており、こども達が個々に持っている能力を引き出し、

感性を磨き、創造性豊かな人間形成のための観賞や創作体験の機会



を提供するとともに、大学生による楽器演奏指導、能楽教室、博物

館・美術館の講座等で文化芸術を体験できるように努めている。 

 その他昔の暮らし体験教室、学校ミュージアムも実施しており、

今後も美術館・博物館から学校へ出向く活動を充実させていきたい。 

 

吉田 満男 議員 

質 問 事 項 教育目標について 

具体的な内容 

※文化芸術スポーツ振興について 

・高齢化社会を向かえて健康で元気に長生きするためのどんな施策

を考えているか。 

 市全体で一体となってスポーツをするようなイベントはどうか。

例えばハーフマラソン大会とか地域対抗の駅伝大会はどうか。 

 長寿社会に向けて現在社会教育課で行っている取り組みを聞きた

い。 

答 弁 要 旨 

(教育長) 

 スポーツイベントとしては、市民スポーツ祭、小学生による子ど

も駅伝等を実施しており、ハーフマラソン大会については観光課が

検討している。 

 健康長寿施策としてはインターバル速歩やコーディネーショント

レーニングの普及に取り組んでおり、親子体験会なども実施してい

る。 

 スポーツ振興計画の将来像である「豊かな人生を実現する健康ス

ポーツ都市安曇野」を目指し、より多くの市民がスポーツに親しむ

環境づくりを行っていきたい。 

 

吉田 満男 議員 

質 問 事 項 教育方針について 

具体的な内容 

※教育目標について 

①グローバル化への対応について 

②学校内での体罰について 

③学校内の苛めについて 

答 弁 要 旨 

(教育長) 

①国際化が進展する中で、子どもたちの英会話能力の向上は課題の

一つである。到達目標を「英語でコミュニケーションができる中学

生」に位置づけ、英語を話す機会を多くすることに努めていきたい。 

 新規事業として「立志塾」を立ち上げ、世界に羽ばたく志の高い

人材の育成を目指し、市内外で活躍されている方を講師に招へいし、

中学生への講演・講習を行っていく。 

 この事業で学んだ者が、将来生まれ育つ多安曇野に戻って、活躍



されることを期待したい。 

②現在全県下において児童生徒、保護者、教職員対象のアンケート

調査が実施されており、3月 11日に公表される予定となっている。 

③24 年度上半期における市内のいじめの状況は、小学校 15 件、中

学校 30件の 45件であり、合計で 23年度より 20件増加している。 

 これは、大津市の事件により、学校等でのきめ細やかな対応が実

施されたこと及び児童生徒又は保護者からの相談件数が増えたこと

によるものと考えられる。 

 大半の案件は解消されたが、3件については継続指導中である。 

 各校では「いじめ対応マニュアル」を作成して対応しており、相

談窓口の設置、アンケートの実施、関係者の情報交換等いじめや体

罰の根絶に向けて対応を強化している。 

 

黒岩 宏成 議員 

質 問 事 項 医療費の伸びを抑制するには 

具体的な内容 ※児童・生徒の対策について 

答 弁 要 旨 

(次長) 

 肥満及びやせの防止対策並びに生活指導についての取り組みで

は、発育測定、血液検査、保健体育の授業における指導、生活習慣

のチェック、アンケート等を実施している。 

咀嚼回数を測定するカミカミセンサーの導入(穂高西小)、「生活・

体重ガンバリ表」(穂高北小) 等独自に特色ある取り組みを実施して

いる学校もある。 

また、体力低下防止のため、新体力テスト、マラソン大会、朝の

全校体育等を実施している。 

なお、登校時の保護者の送迎については、スクールバス利用者以

外の児童生徒については、極力徒歩で通学するよう指導しているが、

改めて学校、保護者への注意喚起をしていきたい。 

 

黒岩 宏成 議員 

質 問 事 項 学校教育における食農教育について 

具体的な内容 

※学校における食育、食農教育への取り組み等のうち、地産地消に

係る学校給食課の取り組み等についての現状と課題 

※学校教育の食農教育の対策について 

・学校田の土地代、耕起代、苗代、農薬、支援者へのお礼等の経費

は教材費か、又は学年費で徴収しているのか。 

答 弁 要 旨 

(次長) 

 学校においては 5 年生で米作を学んでおり、三郷小のアイガモ農

法や豊科東小の畔シート設置から収穫までの作業体験、アイガモ・



豚の飼育等の取り組みに特色がある。 

 農業体験用の田んぼの土地代、作業代金、謝礼等は学校予算で対

応している。 

 地産地消については、米は 100％安曇野産、野菜は国内産 100%で、

その内 30%が安曇野産となっており、今後も農業の大切さとすばら

しさを教え、地産地消に努めていきたい。 

 

小松 芳樹 議員 

質 問 事 項 移住・定住の促進で 10万都市達成について 

具体的な内容 

※年代別の移住施策 

・幼保連携化及び認定子ども園の考え 

・特色ある教育と施設環境整備について 

答 弁 要 旨 

(教育長) 

 政権交替で「総合こども園」から「認定こども園」に方向転換が

なされた。所管は内閣府とされているが、厚生労働省、文部科学省

との財政措置の一本化調整も必要であり、また、私立と公立におけ

る入所決定権の違い、職員配置基準の大幅緩和等いくつかの課題が

考えられる。 

市には待機児童はいないが、保護者の要望等で幼稚園を望む声も

多いため、幼稚園と保育園の一体化並びに認定こども園の課題も含

め、関係部署間で検討していきたい。 

 

松尾 宏 議員 

質 問 事 項 安曇野市平和都市宣言について 

具体的な内容 

※安曇野市の小中学校のいじめ、不登校の現状と対策 

・教育費にある、いじめ等対策委員会の活動内容と実施計画にある

不登校対策事業の内容は 

答 弁 要 旨 

(教育長) 

24 年度上半期における市内のいじめの状況は、小学校 15 件、中

学校 30件の 45件であり、合計で 23年度より 20件増加している。 

 大半の案件は解消されたが、3件については継続指導中である。 

 各校では「いじめ対応マニュアル」を作成して対応しており、相

談窓口の設置、アンケートの実施、関係者の情報交換等いじめや体

罰の根絶に向けて対応を強化している。 

 不登校については、上半期 92名で小学生は減ったが、中学生が増

えている。理由としては、情緒不安、無気力、友人関係、学業不振、

家庭問題などが考えられる。 

学校と家庭による支援会議の開催、スクールカウンセラーによる

家庭訪問、中間教室、不登校支援対策推進チームによる対応等の施



策を講じるとともに各学校でも対策の強化に取り組んでいる。 

いじめ対策委員の活動としては、現状調査、指導方法又は発生防

止の調査研究を任務としている。委員は教育長、教育相談員、学校

長、教頭、生徒指導教諭、養護教諭、スクールカウンセラー、PTA

代表から構成され、24 年度は 3回の会議を開催し、協議内容を現場

の指導に活かすことが確認された。 

不登校対策事業については、新たな不登校を出さないためのアン

ケート調査を実施し、指導生徒の様子の把握に努めた。今後は、学

級満足度尺度、学校生活意欲尺度に加え、対人関係力が診断でき、

児童生徒並びに保護者に対してフィードバックが可能なアンケート

を導入し、いじめ・不登校等の問題の未然防止と希薄化している人

間関係づくりを重点として指導していきたい。 

 

松尾 宏 議員 

質 問 事 項 公共施設のあり方について 

具体的な内容 

※運動広場 

・実施計画の中で南部多目的運動広場や押野山多目的運動場の計画

が載っているが、現在市内にある運動場の今後の長期的展望につい

て聞きたい。 

・具体的には、現在運動場がどのくらい利用されているのか、利用

者数に比べて施設は足りているのかどうか(現状と要望)を踏まえて

の考え方について問う。 

・また、梓橋運動広場の位置づけと今後の必要性はどうか。 

・梓橋・上真々部体育会と管理委託契約をしているが、現状のまま

契約をしていくのか。 

・市内の河川敷にある運動場についての位置づけと梓橋運動広場と

の整合性はどうか。 

答 弁 要 旨 

(次長) 

 市内の運動広場については、いずれも多目的に使用されている。 

また、高家等のグランドについては、規模・形状から多目的運動

広場として機能していないものもある。 

利用は十分に行われているが、野球、陸上、サッカー等専用施設

の要望も多い。 

今ある施設の有効活用についても整理している状況であり、財政

状況を見極めた中で計画性をもって整備を進めていきたい。 

梓橋グラウンドについては、地区の歴史ある行事も行われている

ことから、安全性の確保を大前提に今後のあり方を関係機関等と協

議していきたい。 

 



内川 集雄 議員 

質 問 事 項 安曇野市における、小中学生の道徳教育について 

具体的な内容 

※安曇野将来を見据え、地域を担う人づくりに取り組む教育に関し

て重要性を増す「道徳教育」について 

(1)安曇野市の道徳教育のねらい、成果について 

   (2)師の恩（仰げば尊し）、親の恩、社会の恩（自然の恩） 

  (3)コンビニ、スマホ症候群、いじめ、体罰  

・実際に学校で行っている道徳教育の内容、それによる効果につい

て、どう考えているか。 

答 弁 要 旨 

(教育長) 

「新学習指導要領」に道徳教育の充実が挙げられ、学校教育全体を

通じて行われる教育であること、また、伝記、自然、伝統文化等の

児童生徒が感動を覚える教材の活用が指示された。 

 内容としては、自分自身に関すること、他人とのかかわり、自然

や崇高なものとのかかわり、集団や社会とのかかわりの 4 つの視点

を中心に、「心のノート」等により、周りの意見を参考に自分のあり

方を考えるなど、実践に結びつく行動がとれるよう指導している。 

以前は家庭で養われた部分を学校教育の中で補っている部分もあ

る。 

 

山田 高久 議員 

質 問 事 項 
学校再生にむけ 

土曜日の有効活用について 

具体的な内容 

※土曜日の有効活用について 

 学校週６日制の復活について 

 東京都の実施状況や下村文科相の発言、各地の土曜授業を望む声

が多く聞かれるが、土曜日を活用すべきではないか。 

(質問取り事項) 

①放課後子供教室について 

 平成 25～27 年度実施計画に三郷児童館 93,078 千円、豊科児童館

469,884 千円が計画されている。児童館建設より、学校施設の活用

考えられないか。 

②安曇野市として教育力の向上に向けた学校週６日制の復活をどう

考えるか。 

答 弁 要 旨 

(市長) 

①放課後の児童生徒への対応としては、児童館及び児童クラブがあ

る。学校施設を有効活用することが望ましいが、施設の管理問題、

学校との調整もあり、関係部局間で協議することとしている。 

いずれにしても地域の子供をどのように育むかが大切である。 



(教育長) 

②平成 4年に一部導入され、14年から完全週 5日制になった。 

 実施から 10 年が経過し、「ゆとり教育」の弊害も現れており、学

力向上のため 6 時間授業の増加、行事の削減等で対応している面も

ある。今後に向けては検討していく必要性は感じているが、現時点

で完全週 6日制に移行することは考えていない。 

 

山田 高久 議員 

質 問 事 項 図書館の図書購入について 

具体的な内容 

１．図書等選定方法について 

２．戦前を否定するのではなく、肯定思想の図書も蔵書しているか。 

３．正しい歴史認識・国家観、道徳・偉人伝など徳育的蔵書が考慮

されているか。 

４．図書館によって購入図書に特徴を持たせているか。 

５．新聞・雑誌の購入が適正であるか。保革・左右思考をバランス

よく広範囲にわたっているか。 

６．図書購入費について、25 年度予算が 24 年度と比較して減額と

なっている理由について。 

答 弁 要 旨 

(次長) 

 図書の購入は複数の司書による選書会議で決定し、正しい歴史観、

国家観、道徳や偉人伝等にも配慮した選書を行っている。 

思想、考え方にとらわれず、中立的な立場で選書が行えるよう、

司書の資質向上のための研修等も実施している。 

図書、新聞の購入に当たっては「安曇野市図書館資料収集計画」

の規準に基づき購入しているが、限られた予算であるため全ての要

望には応えられてはいない状況である。 

今後も蔵書数にこだわるのではなく、質の向上にも努めていく。 

予算減額については、24 年度には 110万円の指定寄付があったた

め増額となっており、これを除けば前年と同額となっている。 

 

 

 


